




(高齢 者 の 跨 ぎ 越 し能 力 自 己 評 価 に 関 す る 特 性 とそ の 関 連 要 因 の 検 討)
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注:1ペ ジー あた り1,000字程度(欧 文 の場合300ワ ー ド程度)で 、本様 式1枚 ～2枚(A
4版)程 度 とす る。
高齢者では加齢 に伴い身体能力が低下するため、その低下 した身体能力を正確 に把握 し
た上で運動行動実行可能性の可否 を判断 しなけれ ばな らない。 も し高齢者 が自己の跨 ぎ越
し能力を過大評価 していれば、障害物跨ぎ越 し時に障害物にっまずきやす くな り、転倒 に
至 る可能性 も出て くる。 したがって高齢者が運動行動を正確かつ安全 に遂行す るためには、
身体能力の正確な 自己評価(自 己能力評価)は 極 めて重要な要素であるといえる。しか し、
高齢者 の身体能力 自己評価の詳細な特性やその背景要因に関しては明 らかではない。そ こ
で本研究では、転倒 に直結す る可能性がある跨ぎ越 し動作を実験課題 として、(1)高齢者
の跨ぎ越 し能力評価特性 と転倒経験 との関連性、(2)高齢者 の跨 ぎ越 し能力過大評価傾 向
の関連要因、(3)高齢者の跨 ぎ越 し能力 とその 自己評価 の3年 間の変化、の3点 を明 らか
にするため以下の4つ の実験 を行 った。
実験1で は、跨ぎ越 し判断テス トを用い高齢者の跨ぎ越 し能力評価特性 を明 らかにする
とともに、その特性 と過去の転倒経験 との関連性を検討 した。実験参加者 は494名の高齢
者 と対照群の若年成人71名であった。跨 ぎ越 し判断テス トでは、参加者の7m前 方に跨ぎ
越 し用 のバー を水平に設置 し、その高 さを上下に変化 させ、実験参加者がそれを跨ぎ越せ
る と思 う最大の高 さを跨 ぎ越 し判断の最大値(予 測高)と して測定記録 した。 その後 、実
際にその高 さのバーを跨 ぎ越 させ、予測高 と実際に跨ぎ越せ た最大の高 さ(実 測高)と の
差 を求 めた。 また、高齢者 には過去1年 間の転倒経験 を聴取 した。実験1の 結果、若年者
全員が予測高 を跨 ぎ越せたのに対 し、ll.4%の前期高齢者 と、32.5%の後期高齢者 は予測高
を跨ぎ越す ことができなかった(過 大評価)。さらに、実測高の低い高齢者 ほど過大評価す
る傾 向が確認 された。予測高 を跨 ぎ越せなかった過大評価者 の割合を転倒経験者 と非経験
者間で比較 した ところ、転倒経験者 は非経験者 に比べ有意にその割合が高いことが明 らか
となった。 これ らの結果 か ら、高齢者 は自己の跨 ぎ越 し能力 を過大評価す る傾 向があ り、
その過大評価傾 向と過去の転倒 の発生 に関連性があることが示唆 された。
実験2で は、実験1で 確認 された高齢者 の跨 ぎ越 し課題 にお ける過大評価傾 向の関連要
因を、身体活動指標 としての外 出頻度お よび認知機能に着 目して検討 した。実験参加者 は
194名の高齢者 であった。外 出頻度に関しては質問紙を用い、認知機能に関 しては面接式の
検査であるMini-MentalStateExaminationとTrail-Making-Testによって評価 した。 これ らの
調査 ・検査の後、実験1と 同様の跨 ぎ越 し判断テス トを行 った。実験2の 結果、外 出頻度
のみが跨 ぎ越 し判 断テス トの評価エラー と有意な関連 が認め られ、認知機能 と評価エ ラー
の間には有意な関連は認め られなかった。そこで外出頻度 を高外出頻度群(1日 に1回 以上
の外出)と 低外 出頻度群(2,3日に1回 以下の外 出)の2群 に分け、予測高 と実測高の相 関
を比較 した ところ、低外 出頻度群は高外出頻度群 よ り相 関係数が有意に低 く、低外出頻度
群では実際の身体能力が正 しく自己評価 に反映 されていない ことが示 された。また、低外
出頻度群では高外出頻度群 に比べ予測高を跨 ぎ越せなかった者(過 大評価者)の 割合 が有
意 に高かった。以上の結果か ら高齢期 における外出頻度 の低下は加齢 に伴 う跨 ぎ越 し能力
過大評価傾 向に強 く影響 していると推察 され、高齢者 の跨 ぎ越 し能力過大評価は一般的認
知機能 の低 下によるのではな く、身体活動や身体能力に連動 ・特化 した認知的能力の低下
によるもの と考 えられる。
実験3で は、跨ぎ越 し判断に潜在的に影響を及ぼす可能性 のある高 さ知覚 と評価エ ラー
との関連性 を検討 した。実験参加者は47名の高齢者 と対照群 の若年成人16名であった。
実験3で 用いた高 さ知覚テス トでは、参加者の7m前 方に高 さの異なる5つ の黒棒 をランダ
ムに提示(提 示刺激)す るとともに、51種類 の異なる高 さの垂直線分を比較刺激 として提
示 し、実験参加者 は提示刺激 の黒棒 と一致す る高 さと思われ る比較刺激 を選択 した。高 さ
知覚テス ト終了後、跨ぎ越 し判断テス トを行った。実験の結果、高齢者、若年者 ともに提
示刺激高を約5%か ら15%低く知覚判断する傾 向が認 められた。 しかし、高 さ知覚の正確性
に関 しては高齢者 と若年者 の間に有意な差 は認 められなかった。 また高齢者、若年者 とも
に跨ぎ越 し能力評価の正確性(評 価エ ラー)と 高 さ知覚の正確性 の問には有意 な関連性 は
認 められなかった。 これ らの結果か ら、高齢者 の跨 ぎ越 し動作における過大評価傾 向は、
高 さ知覚の能力低下によるものではない と推察 された。
実験4で は、高齢者の跨ぎ越 し能力 とその自己評価が加齢 とともに どのよ うに変化する
かにっいて3年 間の追跡調査か ら検討 した。初回調査 として跨ぎ越 し判断テス トを80名の
高齢者 に実施 し、その3年 後 に同一参加者 を対象に同様 の跨ぎ越 し判断テス トを追跡調査
として実施 した(追跡調査時の参加者は71名)。初回調査時の跨 ぎ越 し判断テス トでは9.8%
の高齢者が予測高を跨ぎ越す ことができなかったのに対 し、追跡調査時には過大評価者は
25.3%に増加 した。 したがって、3年 間で高齢者 の自己能力評価は過大評価傾向に偏向する
ことが示唆 された。予測高 と実測高の各平均値の3年 間の推移 を検討 した ところ、実測高
は3年 間で有意 に低 くなったのに対 し、予測高は逆に有意に高 くなった。 これは、3年間で
跨 ぎ越 し動作 に関す る身体能力が低 下 し、それ と並行 して運動能力 自己評価 に関わ る認知
能力 も衰え、その結果、過大評価の方 向に偏向す る傾向が増大 した ことを示唆 している。
本研究の4つ の実験か ら、高齢者の跨ぎ越 し能力における過大評価傾向は、身体能力の
低下 とともにその低下を正 しく自己評価できない ことによ り生 じ、3年間で過大評価傾 向が
顕著に増大す ることが認 め られた。 さらに この よ うな過大評価傾向は高齢者の転倒 リスク
に繋がる可能性のある認知的加齢変化であることが示唆 され た。また過大評価傾 向 と他 の
要因の関連性 については、外出頻度 か らみた身体的不活動性 が比較 的強 く関連 してお り、
高 さ知覚の能力や一般的認知機能はほ とん ど関与 していない ことが認め られた。 したがっ
て、 日常の身体不活動 と連動あるいはそれに起因 して変化す る"運 動行動に特異的な認知
機能"の低下が過大評価 に関与 している可能性 が考え られ る。 この背景にある行動科学的 ・
認知科学的な仕組み については、今後 さらに縦断研究等 により詳細に検討す る必要がある。
